
わたしたちの未来と
わたしの考える福祉
社会保障ゲーム実践

～社会福祉制度を考える～

NPO法人 
Social Change Agency 

福祉科３年



私が福祉に関心を持ったのは、

祖母が足を悪くしてからです。

 階段の上り下りが大変そうだったり、外出が減っ

てしまった様子を見て思ったのです。

もっと暮らしやすくできないのかな？

− は じ め に   −

なぜ、福祉に

興味をもったのか



福祉って

なんだろう？



介護

医療

教育
自治体

福祉

すべての人が

安心して

暮らせる社会

「福祉」は、

子どもからお年寄り、

障がいのある人も、

すべての人が安心して暮らせる社会を

目指す考え方です。

 医療や介護、教育、

仕事などいろんな分野と関わっています。



高齢化社会と福祉の関係
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日本では高齢者の割合が

どんどん増えています。

 そのため、

介護や医療の支えが必要な人も

増えており、

福祉の役割はますます大きくなっています。

日本の高齢化率の推移



地域福祉って

知ってる？



最近は「地域で支える福祉」が

注目されています。

 たとえば、

買い物に困る高齢者のために移動販売車を

走らせたり、声かけ活動をするボランティアなど、

身近な取り組みが増えています。



私のまちの身近な福祉

こうした場があることで、人と人がつながりやすくなり、孤立を防ぐことができるそうです。

子ども食堂 高齢者向けのサロン

3団体毎月5拠点で活動 公民館などの空きスペースで数多く開催
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高校生の福祉意識

わからない

活動を知っている

活動に参加したい

身近に感じたい

クラスメート20人に

「福祉についてどのくらい関心があるか」

聞いてみました。

 まだ「よくわからない」という声も多かった

ですが、「身近に感じたい」や「ぜひ活動に

参加してみたい」との声もありました。



わたしは

「みんながちょっとずつ気にかけ合える社会」

が理想だと思います。

 専門の人だけじゃなく、周りの人の声かけや

思いやりも、立派な“福祉”だと思います。

 わたしが考える福祉のこれから


